
総
会
で
は
、
規
約
改
正
、
役
員

改
選
が
あ
り
ま
し
た
。
議
事
で

は
、「
あ
わ
い
村

号
」
に
掲
載
し

44

た
平
成

年
度
事
業
報
告
、
敬
老

28

会
収
支
決
算
報
告
、
平
成

年
度

29

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、「
作

東
地
域
・
敬
老
祝
賀
会
」
を
今
後

ど
う
す
る
か
。
河
川
、
道
路
一
斉

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
の
収
集
し
た
ゴ

ミ
の
分
別
に
不
備
が
あ
る
地
域

が
あ
る
こ
と
、
犬
の
糞
の
始
末
、

野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
こ

と
、
な
ど
で
し
た
。

そ
の
他
で
、「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
の
今
年
の
分
配
金
は
、
１
地
区
４
万
６
千
円
に
な
っ
た
こ
と
で
し

た
。 能

登
香
の
里

あ
わ
い
村
Ｎｏ．４５
発行
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今回の運営委員会では、特に経営改善
策を検討しました。誘客では、市の産業振
興課の協力を仰いで、市内の工業団地の
企業３６社で作る組織にＰ．Ｒしていく事が
決まりました。コスト削減では、布団のカバ
ーを替え、自分達で洗濯をします。施設面
では、観光振興課と観光協会の協力で、新
しい看板、案内板を設置します。日揮のソ
ーラー関係にも誘客出来るようにしまし
た。今は、経営改善が急務です。

快
晴
に
恵
ま
れ
粟
井
地
区
内
か
ら

人
も
の
方
の
参
加
を
得
て
盛

60

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
「
粟
井
っ
子
」
の

元
気
な
姿
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
粟
井
宮
司
さ
ん
よ
り
「
御

田
植
え
」
の
歴
史
と
言
わ
れ
、
神
事
の
作
法
の
分
か
り
や
す
い
説
明
も

あ
り
ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、
地
域
文
化
の
継
承
の
意
義
、
校
舎
の
有

効
活
用
な
ど
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
は
、
生
活
交
流
グ
ル
ー

プ
の
支
援
の
下
、
愛
育
・
栄
養
委
員
の
協
力
で
お
い
し
い
料
理
を
い
た

だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
域
文
化
の
伝
承
で
す
。
最
後
は

「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
で
盛
り
上
が
っ
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
協
力
し

て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

江
見
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

の
目
的
は
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
社
会
が

連
携
し
、
江
見
小
学
校
児
童
の
安
全
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
で
す
。
今
回
は
、４
月
18

日
起
き
た
不
審
者
の
声
か
け
事
案
に
つ
い

て
と
、
地
域
で
の
「
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
」
に

つ
い
て
が
話
題
に
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
在
所
か
ら
は
、
架
空
請
求
詐

欺
、
車
上
ね
ら
い
、
忍
び
込
み
盗
難
被
害

に
つ
い
て
情
報
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
改
正
で
、
宮
前
会
長
、
春
名
、
久
保
副

会
長
の
留
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
６
月

日
、
能
登
香
の
湯
を
一
日
休
業
し
て
、
配
管
を
つ
な
ぎ
替
え
ま
す
。
工

20

事
は
す
で
に
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
利
用
者
の
方
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
で
シ
ャ
ワ
ー
や
湯
船
へ
の
給
湯
に
関
す
る
課
題
が
、

解
決
す
る
予
定
で
す
。
ガ
ッ
ト
（
業
者
）が
、
責
任
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。

［
編
集
後
記
］

平
成

年
６
月

日
、
粟
井
地
区
村
創
り
の
会
が
発
足
し
た
。
今
年
６
月
で

25

22

ち
ょ
う
ど
４
年
に
な
る
。
今
年
一
年
頑
張
れ
ば
、
五
年
が
過
ぎ
る
。
設
立
時
、
市
の
関
係
者

は
、「
五
年
続
け
ば
、
組
織
は
信
頼
を
得
て
安
定
す
る
。
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
五
年
目
で
あ

る
。
今
、
粟
井
村
の
各
組
織
は
、
持
続
可
能
な
組
織
に
向
け
て
特
に
努
力
を
し
て
い
る
。
一
人

ひ
と
り
が
、「
粟
井
の
た
め
に
。
」
と
知
恵
と
汗
を
出
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

子ども達も年々上手になります。秋には
何か楽しいイベントでもてなします。


